
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２３日は勤労感謝の日です。私たちが普段何気なく食べているものは、肉や魚に限らず、米

や野菜などもとはみんな生きていたものです。また、食事ができあがるまでには、農作物を作る人、

家畜を育てる人、魚をとる人、食べ物を運ぶ人・販売する人、料理を作る人が関わっています。感

謝の気持ちを込めて「いただきます」と「ごちそうさまでした」のあいさつをし、食事を大切にい

ただきましょう。 

１１月の給食だより 令和２年 1０月２９日 

太田市立休泊中学校 

食べ物の命をいただいています！  

学校給食に群馬県産の和牛と地鶏に続き、 

ニジマス（ギンヒカリ）が登場します！ 

 今年は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、外食や旅行を控える

日が続いたため、群馬県で生産された和牛や地鶏、ギンヒカリが余ってし

まいました。もったいないですね。そこで農林水産省が生産農家を助ける

ために、和牛や地鶏、ギンヒカリを買い取って、学校給食に無償提供され

ることになりました。おいしく食べて、ぜひ生産農家を助けましょう！ 

おしらせ 太田市教育委員会 学校施設管理課 学校給食係より  
太田市では、学校給食の調理済み給食及び使用食材の放射性物質測定検査を行っています。 

詳しくは 太田市 HP→注目情報「放射線量・放射性物質測定」→「市内学校給食食材における放射性
物質の測定結果」に掲載されています。ご覧ください。 

 

ぐんま・すき焼きアクションに 
参加しています 

 群馬県では、１１月２９日を「いいにくの日」にちなんで、「ぐんま・すき焼きの日」

としています。すき焼きは、全ての食材が群馬県産でまかなえる料理です。群馬県な

らではのおもてなし料理となるよう、県をあげてプロジェクトを立ち上げています。 

 給食でも「すき焼き風煮」が登場します。群馬県産の豚肉と野菜をたくさん使った

すき焼きになっています。お楽しみに♪ 

 実りの秋です。みなさんは、地域で生産したものを地域で消費するという意味を持つ「地産地
消」という言葉を聞いたことがありますか？ 地産地消は、安心安全で新鮮な食べ物が食べられ
るだけでなく、食料自給率の向上にもつながります。地域でつくられている食べ物について、ぜ
ひご家庭でも話題にしてみてはいかがでしょうか？ 

 


